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将来像を描いた文献、研究

• 経済財政諮問会議(2005) 日本21世紀ビジョン http://www.keizai‐
shimon.go.jp/special/vision/index.html

• 経済産業省(2006) 新経済成長戦略
http://www.meti.go.jp/press/20060609004/20060609004.html

• 環境省(2007) 超長期ビジョンhttp://www.env.go.jp/policy/info/ult_vision/

• 環境省地球環境研究総合推進費S3(2008) 脱温暖化2050プロジェクト
http://2050.nies.go.jp/material/2050_LCS_Scenario_Japanese_080715.pdf

• 資源エネルギー庁(2008) 長期エネルギー需給見通し
http://www.enecho.meti.go.jp/topics/080523.htm

• 中期目標検討委員会(2009) 温室効果ガス排出量の中期目標の選択肢にお
ける社会像 http://www.kantei.go.jp/jp/singi/tikyuu/kaisai/index.html

本報告では、人口、経済（産業）、資源を中心に、将来像について示す。
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わが国のこれまでの経緯(1)
経済活動 人口 エネルギー CO2

出典：エネルギー経済・統計要覧 (EDMC)
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わが国のこれまでの経緯(2) 一次産業

出典：食料自給表、作物統計調査、木材流通調査
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わが国のこれまでの経緯(3) 運輸

出典：自動車輸送統計調査、鉄道輸送統計調査
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将来像(1) 人口

• 国立社会保障・人口問題研究所が推計

• 全国のほか、都道府県別、市町村別も推計

• http://www.ipss.go.jp/
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将来像(1) 人口推定の前提

死亡 平均寿命（年）

2005年実績 2055年設定 2050年（前回推計）

中位 男性 78.53 83.67 80.95

女性 85.49 90.34 89.22

高位 男性 78.53 82.41

女性 85.49 89.17

低位 男性 78.53 84.63

女性 85.49 91.51

出生 合計特殊出生率

2005年実績 2030年 2055年 2050年（前回推計）

中位 1.26 1.24 1.26 1.39

高位 1.26 1.53 1.55 1.63

低位 1.26 1.04 1.06 1.10

データ出典：http://www.ipss.go.jp/ 7



将来像(1) ブロック別人口
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出生中位、死亡中位



将来像(1) 都道府県別老年人口の比率
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全国的に高齢化問題が重要な課題に。
中には2035年で老年人口の比率が40%を超える都道府県も
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出生中位、死亡中位



将来像(1) 世帯数
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データ出典：http://www.ipss.go.jp/
単独世帯・夫婦のみ世帯が半数に。
平均世帯人員の減少

• 国立社会保障・人口問題研究所が推計

• http://www.ipss.go.jp/
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出生中位、死亡中位



将来像(2) 経済活動

経済財政諮問会議日本21世紀ビジョン（2005）：日本21世紀ビジョン経済財政展望ワーキング･グループ報告書
http://www.keizai‐shimon.go.jp/minutes/2005/0419/item11_1.pdf
経済財政諮問会議日本21世紀ビジョン（2005）：日本21世紀ビジョン競争力ワーキング･グループ報告書
http://www.keizai‐shimon.go.jp/minutes/2005/0419/item11_2.pdf

日本21世紀ビジョンが示すマクロ経済の将来像
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